
 
 

１ 農業体験バスツアーを開催！ 

10 月 10 日（土）・11 日（日）、県内の大学生等を対象に、いわ

き市川前町を舞台とした１泊２日の農業体験ツアーを実施しました。 

本ツアーは、県内の大学生等にいわきの中山間地域に足を運んで 

もらい、農業体験及び地元農家や若者との交流を通して中山間地域の

魅力や課題への理解を深める契機とするとともに、新たな関係・交流

人口の創出につなげることを目的とするものです。これまで首都圏の

大学生を対象に実施してきた本ツアーですが、８年目となる今回は 

首都圏を中心とする新型コロナウイルス感染症の拡大状況などを 

考慮し、初めて県内の大学生等を対象に実施しました。 

当日は、県農業総合センター農業短期大学校（矢吹町）、東日本 

国際大学、福島工業高等専門学校（ともにいわき市）から 19 名の 

学生が参加し、地元農家での農業体験や BBQ 交流会、料理教室や 

ワークショップなどを通して、地元の方々と交流を深めました。 

＜タイムスケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ツアー内容の様子 

 

 

  

12:00 昼食 

川前町の特産である希少なキジの肉を 

使用した絶品きじおこわを味わいました。 

その後、川前地区地域おこし協力隊 三戸

大輔氏に川前町の魅力や課題、地域おこし 

協力隊の活動内容等についてお話しいただ

きました。 

 １日目 

（きじおこわ） （三戸大輔氏による講話） 

 川前町はいわきの中山間地域の 

一つで、人口は約 920 人です。 

１日目 10 月 10 日（土） 

10:30 郡山駅出発 

10:45 いわき駅出発 

12:00 川前町到着・昼食 

三戸大輔氏による講話  

14:00 農業体験 

17:00 いわきの里鬼ヶ城到着 

18:00 BBQ 交流会 

２日目 10 月 11 日（日） 

9:30 料理教室 

11:30 昼食 

13:00 ワークショップ 

15:40 振り返り 

16:00 いわきの里鬼ヶ城発 

17:00 いわき駅到着 

17:15 郡山駅到着 



 

  
14:00 農業体験 

川前町上桶売地区・下桶売地区の農家７軒に 

２～３名ずつに分かれ農業体験を行いました。 

天候はあいにくの雨でしたが、屋内での農産物の

出荷作業やハウス内での野菜の苗植え作業などを

体験しました。 

協力農家と体験内容は右のとおりです。 

18:00 BBQ 交流会 

宿泊先のいわきの里鬼ヶ城（p.13 地図 

参照）において、地元の方７名に参加いただき

BBQ を行いました。 

川前町で収穫された野菜のほか、以前川前町

で飼育が行われていた食用羊“サフォーク”の

丸焼きが振る舞われ、川前町の食の魅力を堪能

しました。 

9:30 料理教室・昼食 

川前町の矢内照子氏を講師に迎え、川前町の

食材を使用した「えごまのおはぎ」「花おはぎ」

「インゲンの肉巻き」を調理し、完成した彩り

豊かな「川前べっぴん弁当」を講師の皆さんと

ともに味わいました。 

 ２日目 

（B:米の籾摺り作業） （C:ネギの結束） 

（E:野菜の苗植え） （G:牛の餌やり） 

（D:玄米の袋詰め） 

（サフォークの丸焼き→） 

（食事も交流も大満足！） 

（調理の様子） （川前べっぴん弁当） 

（完成したお弁当と記念撮影） 

（F:長芋収穫） 

体験内容

A 根本 敏男氏 ネギの出荷作業、マメ収穫

B 根本 久子氏 米の籾摺り作業

C 石井 勝行氏 ネギの出荷作業

D 駒木根 武夫氏 玄米の出荷作業

E 青木 文子氏 小松菜等の苗植え、ニンジン収穫

F 宇佐見 鐵雄氏 ゴボウ、長芋、大根収穫

G 猪狩 光正氏 牛の餌やり

協力農家

（A:ネギの根切り） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者アンケート結果 

本ツアー終了後、参加者の皆さんにアンケートを実施しました。  

（いわき地方振興局主催） 

地元の方９名とともに「いわきの里鬼ヶ城」「磐越東線」「川前

の食と農」の３つのテーマで川前町を活性化させるためのアイデ

アを考え、グループごとに発表しました。 

なお、今回参加者から出たアイデアを参考に、引き続き川前町

の住民によるワークショップが実施される予定です。 

感想（一部抜粋） 

・川前に行ったことがなかったけどとても楽しめたし、他の大学の人たちと交流ができて良かった。 

・他の学校の方々と交流できたし、農家さんも優しくて色々教えてもらったので楽しかった。 

・実際に食べてる時には意識しなくても、農家の方の苦労があって食卓に並ぶということを常日頃考える

ようになった。 

・BBQ 交流会では、美味しいものを食べながら自然と会話が生まれ、地域の方とたくさんお話しできて

良かった。 

・楽しく地方の特産物を用いた料理を作ることができてよかった。みんなで作ることで親睦も深まった。 

・今回初めて川前に行って、少子高齢化や農業の担い手の不足、交流人口の少なさなど川前の現状を知り、

こんなにもたくさんの魅力のあるところだからもっとたくさんの人に知ってほしい、来てほしい、住ん

でほしいと思った。 

・また近いうちに川前に行ってもっと川前を知りたいと思った。 

 

 

学生から提案のあったアイデア 

（一部抜粋） 

いわきの里鬼ヶ城 

・VR やドローンを活用した PR 

・対象を限定したイベントの開催 

・ポイントカードや割引券の導入 

磐越東線 

・絶景のフォトスポットを発信 

・駅メロを利用した PR 

川前の食と農 

・川前ならではのブランド品の開発 

・川前べっぴん弁当を販売 

・SNS で魅力を PR 

13:00 川前町の未来を考えるワークショップ 

（グループワーク） （参加者による発表） 

Q2.バスツアーに参加して、 

またいわき市川前町を訪れたい

と思いましたか？ 

Q3.バスツアーの全体内容を 

点数で教えてください。（10 点

満点） 

Q1.バスツアーの中で特に印象

に残った内容は何ですか？ 



 

４ 協力者アンケート結果 

 農業体験、BBQ 交流会、料理教室、ワークショップ等の行程で協力いただいた川前町の皆さまに

アンケートを実施しました。 

 

５ 最後に 

本ツアーに参加いただいた学生の皆さま並びに受入れに協力いただいた川前町の皆さまに改めて

感謝を申し上げます。 

今後も参加者が川前町のイベントに足を運ぶなど、地元の方々との交流が継続されることを期待

しています。                         （企画部・いわき地方振興局） 

 

感想（一部抜粋） 

・気軽に話せて、素直な学生だったので初めての体験だったが良かった。 

・楽しく料理出来た。若い人達との話も楽しく留学生との会話もなかなか出来ないのでとてもよかった。 

・学生の方がとても素直で、とても楽しい時間が過ごせた。 

・地元に居住していない若い大学生の意見は、新たな地域の発見があったと思う。定期的に交流する事は、

地域の為には良いことだと思う。 

・若い人の意見を聞くことができ、また良いアイデアを出してもらい、まちづくりのヒントになったと思

う。 

・参加した大学生は皆さんしっかりしていてすばらしいと思った。川前町に移住し、リーダーになってく

れる人がいることを期待する。 

Q2.参加大学生と継続的に交流

をしていきたいと思いますか？ 

Q3.今後も川前町で今回のよう

な学生との交流事業をやってほ

しいと思いますか？ 

Q1.本ツアーは川前町の魅力を

再発見するきっかけになったと

思いますか？ 


